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? ?
良
コンブレーの多感な少年にとって，その人生に絶大な影響を与えること
になるスワンの存在は，母の夜の接吻を阻む障害に他ならない。ジルベル
ト，アルベルチーヌにしろ，単なる愛の対象ではなく， ときには話者の探
究を阻害し， ときには仕事への着手を無限に延期させる存在でもある。人
物ばかりではなく， 『失われた時を求めて』1) においては，意識，欲望，
夢想といった抽象的なものから，サロン，病気，死といった目に見える具
体的なものまで，多様なかたちをとりながら，障害が置かれている。ただ
冒険小説や教養小説との相違は，プルーストの障害が先験的に克服を約束
されていたり，その克服によって栄誉や精神的成長を勝ち得るというもの
ではなく，前もって克服の手段を奮われた，障害レースでいえば出発点が
すでにひとつの障害であるようなものだ， というところにある。本稿のテ
ーマは，こうした障害がどのようにして話者の削に現われ，話者はそれに
どう対処したかという観点から，プルーストにおける障害の意味を探るこ
とにある。
1 二面性
『失われた時を求めて』における障害は，あらゆる事物，状況が障害と
なる可能性をもっているだけに多様で， さらに阻害と隠蔽として作用する
ばかりでなく，同時に未来への展望を切り開くという二面性を備えている。
大局的に言えば，この小説自体が障害から始まっている。 「久しく，私は
早くから寝ていた。ときどき，ろうそくが消えるとすぐ目がふさがり，
1) 底本は， Ala recherche du temps perdu, {Bibliotheque de la Pleiade) 3 vol-
umes, 1954, ローマ数字は巻数，表題の省略は従来のものに従った。
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『私は眠ろうとしている』と自分に言う暇もないほどだった。そして三十
分後に，眠らねばならないという思いが目を覚させた」という有名な冒頭
は，眠りという自然な営みが，意識といういわば不自然によって妨害され
たことを示している。 「眠られぬ夜」が思索や語りの常套手段であるとし
ても， この目覚めによって小説自体が目覚め，その未来が切り開かれてい
ることを考慮するなら， このときの障害としての意識の働きを小説作法と
してのみ考えることはできない。ここには，障害の二面性がよく出ている。
その最も顕著な例として，次の病気がある。
話者は，突然の発病により念願の北イタリア旅行を中止せざるをえなく
なる（スワンも死の病のため，ゲルマント公爵夫人の北イタリア旅行の誘
いを断っている (IT,C. G., p. 594))反面，そのおかげでシャンゼリゼ公園
でジルベルトと再会できている。次の一節は，病気の二面性をよく表わし
ている。
「社交界において私を死なせ，意識という厳しい支配人のように私に
仕えてくれた病気， （…）怠惰が安易さから私を守ってくれた後，た
ぶんその怠惰から守ってくれることになる病気，その病気は，私のカ
と，かなり以前特にアルベルチーヌを愛さなくなった頃示したように，
私の記憶力を濫費した。」 (II,T. R., p. 1044) 
読書ほど幼年時代の話者にとって神聖だったものはなく，それだけにい
っそう，それを妨げ乱すものに対する話者の苛立ちは，どんな日常的な瑣
細な事物，状況であれ，背徳者に対するように深刻である。ところが回想
的観点に立つと，そうした障害こそ，雑多な過去の瑣末事をつなぎとめ，
記憶を回復させる手掛りに他ならない。読書の思い出とは，障害の思い出
でもある。 「読書の日々」の前半はそのために書かれ，そこでは本そのも
のより障害の方が貴重だとまで述べられている。
「幼い日々のなかで，われわれが生きずに過こやしたと思いこんだ日々，
つまり好きな一冊の書物とともに送った日々ほど，十分に生きたとき
はないだろう。他の人たちにとってその日々を満たしているように見
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えたいっさいのものを，われわれは神聖な楽しみを妨げる俗悪な障害
として斥けた。たとえば遊び…。たとえばうるさい蜜蜂や太陽の光線
…。たとえばだれかがもってこさせたお八つの菓子．．．。たとえば夕食
…。そういったすべてのことをわれわれは読書のおかげでただ煩しい
とばかり感じたはずなのに，逆に読書はわれわれのうちに，そのよう
なものの非常に甘美な思い出（現在から判断すれば，当時愛情をこめ
て読んでいた本よりもはるかに貴重な思い出）を刻みこんでくれたの
で， もし今日，かつて読んだそれらの書物をひもとくことがあっても，
それは逃げ去った日々のただカレンダーだけをとっておいて，そのペ
ージの上に，今は存在していない家々や池などの反映を見出そうとす
るようなものにすぎない。」2)
この後「読書の日々」では，読害そのものではなく，付帯状況にすぎな
い障害への思い出が綿々と語られている。例えば，昼食までの二時間を食
堂での読書ですこ冴そうとする「私」に対して，早々と食卓を準備する女中，
散歩から早く帰って吾た人， さらに食後自室に退いてからも，向いの店の
主人のおしゃべり，読書後立ち上ろうとするといつもひっかかる椅子カバ
ー用の白バラのマントについていた刺，白い布がかかっているため引き出
しを開こうとするといつも上にのっている物が落ちてきたたんす，窓の開
閉を困難にした三重のカーテンなど，その列挙の執拗さは，障害によって
喚起された思い出の甘美さに呼応し，まるで魅入られたかのようでもある。
人物でいえば，コンブレーの夜母の接吻を妨げ，かつ話者にバルベックヘの
欲望をかきたてて，結果的にアルベルチーヌやゲルマント家の人々と知り
合わせたスワンがその代表であり，彼と交代するかのように登場して話者
に倒錯的愛欲の世界を教えたシャルリュス男爵もそうであろう。 G.Bree 
2) Marcel Proust : Journees de lectures, dans Contre Sainte-Beuve, くBibliotheque
de la Pleiade►, 1971, p. 160-161. 訳は『プルースト文芸評論』（鈴木道彦訳）．筑磨
書房， 1977,p. 159-160による。
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は，「プルーストを道からそらせたのは，この二人ではないだろうか」 3)と
述べているが，善悪にかかわらず，彼らが話者の人生における導き手であ
ったことに変りはない。ジルベルトとアルベルチーヌも，障害の二面性を
備えている。タンソンヴィルの散歩道で突然話者の前に出現して，さんざ
しの花に対する話者の探究を妨害したジルベルト 4)は，シャンゼリゼでの
出現において， 「いまだ神秘的に思える『世界』への，話者の『移住』の
出発点」5>(G.Bree)を示し，アルベルチーヌは，話者の積年の願望であっ
たヴェネチア旅行と仕事への着手を無限に延期させながらも，ヴァントゥ
ユ音楽の精髄を教えている。
このように，プルーストの障害は，その形態において多様であり，その
作用において二面的である。
Il 他者存在
話者は，幼年時代に一度，いつもならおやすみの接吻だけで退出する母
を譲歩させて，一晩自室に引き留めたことがある。後年，意志と健康と祖
母の死の病はこの母の譲歩の日から始まった，と告白せねばならないこの
同じ譲歩を，話者は青年時代に再びヴェネチアで強要している。予定通り
ヴェネチアを発とうとする母に対し，話者は気まぐれからもう二，三日の
滞在を強いるが，今度は母も屈せず，一人駅へ向う。ホテルに一人残され
た話者は，「不幸な出来事を癒す特効薬は決意である」（皿，F,p. 444)にも
かかわらず，滞在とも出発とも決意のつかぬまま，ゴンドラから聞えてく
るソレ・ミオの歌声に耳をかたむけて時を空費する。このときの歌声とは，
障害である。
「この各々の楽節は，通過するとき，有効に決意をすることに対する
3) Germaine Br~e : Du temps perdu au temps retrouve, Les Belles Lettres, 1969, 
p. 126-127. 
4) Michel ButorもLes(moments) de Marcel Proustにおいて，このときのジル
ベルトの出現を探究を妨げるものとしている。
5) G. Br~e : op. cit., p. 108 
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障害となっていたというよりむしろ，出発しないという逆の決意を余
儀なくした。というのも，その楽節は，私に時間をつぶさせていたか
らである。」cm.F, p. 654) 
このソレ・ミオの歌声は，眠りを妨げた意識の名残りが語りの口実とな
ったように，出発しないことの口実として利用されている。しかし， ここ
で問題としたいのは，他者としての母の存在である。母のいないヴェネチ
アは，以前のヴェネチアではなくなっている。
「というのも，私は一人であると感じ，事物は見知らぬものとなり，
私はもう落着きを失くしているので，動悸を打つ心から脱け出すこと
も，事物の中になんらかの安定性を導くこともできなかった。目の前
の町は，ヴェネチアであることをやめていた。」 cm.F, p. 652) 
話者にとって母の存在とは，心理的安定をもたらす基盤であり，その基
盤に立ってはじめて話者の感性は解放された。だからひとたびその基盤が
消滅すると，話者は， 自室に閉じ込められたコンブレーの少年のように，
一人であることに怯えるばかりである。このとき，話者の感性は母の存在
を必要としている。こうした母の存在は，他者というより， もう一つの自
己に近い。なぜなら，他者は，なによりも一人でいることを妨げ，感性の
自由を束縛する存在として現われるからである。前節のように人生的観点
ではなく，日常的観点に立つと，他者存在とは，常に障害である。 「ゴン
クールの日記」を読んで知人にその事実関係を確認しようとした話者が漠
然と感じた不安は，次のように，他者という存在そのものから生じている。
「確かに， もはや一人でおれなくなるとすぐ，私は聞くことも見るこ
ともできないことを認めていた。私の目には，ある老婦人がどんな首
飾りをしていたのか映っていないし，私の耳には，人がその首飾りに
ついて語っていることも入ってこなかった。」（皿，T.R., p. 717) 
ボードレールのように群集が問題であるのではなく，プルーストにとっ
て傍らにたった一人でも他者がいると，それはすなわち感性の停滞であり，
探究の中断を意味する。たとえ他者が愛する人であるとしても，回顧的に
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しか楽しみを共有できない。
「今日私は少なくとも，ある人と美しいものを見ているというのでは
なく，かつて見たことがあるという楽しみが存在することを確信して
いる。」（皿，F.,p. 646) 
アルベルチーヌと自動車で教会見物へ行く途中，彼女だけを降した理由
も，彼女の存在が芸術的な楽しみに対する障害となることを話者が恐れた
ためであり， 「私は，一人でいたり，そのように装ったり，黙っていると
きしか，美しいものの前で楽しみを感じなかった」 (IT,S. G., p. 995)た
めである。
前提としてかならず他者を必要とする友情に対し，プルーストが終始否
定的立場をとった理由の一つもここにある。友人の存在そのものが，人生
の貴重な瞬間に避けえない障害となる可能性をもっているからである。次
の一節は，そのような瞬間を友人サン・ルーに妨害されたことを示してい
る。
「しかしロベールは，御者に説明をしてから車内で再び私と一緒にな
った。私に現われていた様々な観念 (idees)は逃げ去った。それらは，
孤独な人間の前に，道の曲り角や睡眠中の部屋の中にさえ姿を現わす
女神たちであり，彼女たちは部屋に現われたときには，扉の枠の中に
立ったままお告げをつげる。しかし，二人になるとすぐ彼女たちは消
え去り，社交人たちは決っして彼女たちを見ることはない。私は再び
友情の中にもどされていた。」 CIT,C. G., p. 398) 
話者の母は，息子の書いた記事が掲載されているにもかかわらずあえて
それを知らせず，話者一人で楽しませるため「フィガロ」紙を置いたまま
話者の部屋を出てゆき（皿， F.,p. 566-572), 実生活上の友人レーナルド
• アーンは，ベンガル薔薇に見入るプルーストに声をかけることを避け，
「ジャン・サントゥユ」 6) では同じ行為を友人ァンリが行っているが，彼
らの思いやりは，障害となることの回避にあり，プルーストはそれをどれ
6) Marcel Proust : Jean Santeuil, くBibliothequede la Pleiade►, 1971, p. 471-472 
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ほどありがたく思い，同時にその種の行為をどれほど望んだことか。
タンソンヴィルでのジルベルトの出現は，前述のように話者の探究を妨
害しているが，同様にバルベックを馬車で散歩の途中，三本の樹木によっ
て「深い幸福感」に充された話者がその原因を究明できなかった理由は，
同乗していた他者存在としてのヴェルデュラン夫人にもある。だから，話
者は，次のように一人でないことを嘆かねばならない。
「私の精神がこのように集中し飛翔できるためには，一人でいなけれ
ばならなかった。ゲルマントの方への散歩で両親から離れたように，
どれほど離れたかったことか。」 (I,J. F., p. 717) 
マルタンヴィルの鐘塔のとき，隣席にペルスピエ医師が同乗していると
いうほぼ同じ状況にもかかわらずそのときの印象が言語化されているのは，
おそらくその表現が素描にすぎなかったためであろう。またこの小説にお
いて，隣りに他者がいながら主人公（行為者としての話者）が思索，推論
を繰り返すという非現実的描写があるのは事実だが，そこに不自然さが感
じられないのは，回想という大きな視点の吸収力によるものであろう。現
実において他者存在が無視されるということはなく，たとえそのように見
えても，それは主人公の思索，推論が話者の回想と微妙に入り混っている
ためである。ただ最後のゲルマント大公邸でのマチネにおけるような，五
百人もの群集の中で主人公が人生と芸術に関する推論を続けるという，例
外的な場面もあるが，そのときには，次のような理由づけがなされている。
「芸術作品に導入すべきものは当然この種の感覚だけであるというこ
との客観的理由を見い出そうとして，私は書斎でやめずに脈絡をつけ
ていた思索を続けた。というのも，精神生活への突入がそのと苔あま
りに強烈だったので，サロンの中で客たちに囲まれていても思索を続
けられるのだと感じたからだ。この観点から， これほど大勢の列席者
の真っただ中でさえ， 自分の孤独を保つことができるように私には思
えた。」（皿， T.R., p. 918) 
言い換えれば， このような一見小説には不要とも思える理由づけを必要
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としたところに，他者存在のもっ，障害としての影響力の深刻さを読みと
ることができる。
Ill 距離の克服
十九世紀末期から大戦にかけての貴族とブルジョワを背景とした『失わ
れた時を求めて』には，当然ながら階級意識は障害として根深く残ってお
り，民衆にとって貴族・ブルジョワは依然として乗り越えがたい存在であ
る。散歩するスワン夫人に対し， 「スワン夫人との間に，群集はある種の
富のもたらす障壁 (barrieres)を感じており，それは群集には最も乗り越
えがたく思えた」 (I, J.F., p. 638)と明確に述べられていたり，民衆と貴
族・ブルジョワを仕切るバルベック・ホテルの食堂のガラス窓によって象
徴されたりしている。しかし，この小説の階級意識は，バルザックやスタ
ンダールの小説のように障害としてロマンと結びつくことはなく，容易に
克服され，従ってそのときの感激も無いに等しい。仕立屋ジュピアンのめ
いオロロン嬢とカンブルメール侯爵の息子との結婚や，ジルベルトがブル
ジョワの娘から男爵令嬢となりついには公爵夫人になってゆく過程におけ
る，描写の簡素さがそうであり，次のような濃霧の場面にもそれが現われ
ている。ドンシェールでの濃霧は，様々な階級の人々を一つのレストラン
に閉じ込めることにより， 日常的な障害である階級意識を排除している。
「到着した人たちは，ほとんど黙っていられなかった。彼らは，前代
未聞と思えた珍事の奇妙さに舌を焼かれ，話のできそうな誰かを目で
探していた。店の主人自身が距離感をなくし， 『フォワ大公はサン・
マルタン門から来るのに三度も道に迷った』と，恐れずに笑いながら
言った。しかし彼は，人を紹介するかのように，著名な貴族をイスラ
エルの弁護士に指し示すことも忘れなかった。もし別の日なら，その
弁護士は，紺碧に縁どられた湾より以上に乗り越えがたい障壁によっ
て，その貴族から隔てられていたのだが。」 (I,C. G., p. 402) 
このとき階級意識という障害は，偶然にも克服されてはいるが，それは
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話者の外部においてでしかない。元来話者は，階級意識に乏しく，従って
その意識を障害と感じることもなく，その克服に際しても外部からしか立
ち合えない。濃霧の引き起した階級相互の親密感は，話者だけを例外とし
て形成されている。
「こうした大変動 (cataclysme)は，小広間から大広間まで， レスト
ランの安楽さに刺激された全ての人々の間に，霧につつまれた大洋で
の長い初裡の後の，一種の親密感を築いていた。私だけはそこから排
除されてはいたが，その親密感に似ていたのは，ノアの箱舟を支配し
ていたものにちがいない。」 (II,C. G., p. 407) 
「私だけはそこから排除されていた」理由は，単に話者の打ち解けない
性格にあるのではなく，元々話者に階級意識が欠けていたためでもある。
だからこそ，階級融和という本来なら小説的で厳粛であるべき場面も，傍
観者の目でユーモラスに描かれているのであろう 7)。
プルーストにとって最も乗り越えがたい障害は，階級意識という社会的
距離ではなく，事物と自己の間に介在する空間的距離である。 G. Poulet 
が「悲劇的」と呼ぶ 8)プルーストのこの距離感は，明らかに幼年期母から
離され一人自室で夜を明さねばならなかったときの分離意識に始まる。母
と離されてはじめて，話者は他者との距離を感じ，それを発見した。また
一方， この距離を乗り越え，少なくとも短縮しようとする努力も，すでに
この時期から始まっている。つまり，幼年期の話者が自室からフランソワ
ーズに持ってゆかせた母への手紙がそうであるが，後年の，アルベルチー
ヌの隠された生活を知るために運転手やエメに行わせた尾行や調査も，同
じ動機から出ている。話者が探索に乗り出したのは， アルベルチーヌとの
距離を感じてからである。
7) J. Van de Ginsteは， Rapportshumains et communication (A.-G. Nizet, 1975, 
p. 39-40)において，この場面を階級間のコミュニケーションの問題としてとらえ
ている．
8) Georges Poulet : L'espace proustien, Gallimard, 1963, p. 61. 
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「しかしすでに，電話で聞いた（アルベルチーヌの］最後の言葉から，
彼女を手に入れるにはいつもうんざりするほど探索せねばならない距
離のところに，アルベルチーヌの生活が（もちろん物質的にではなく）
位置していることを，私は理解し始めていた。」 (II,S. G., p. 733) 
C J内筆者
話者の不幸がこの距離の発見に始まることは事実であるが，上の引用で
電話を媒介としたことは暗示的である。祖母との通話のとき， 「抽象的な
音一距離をなくした音」 (II,C. G., p. 133)が聞きとられているように，
電話とは本来距離を排除する器具である。しかし，それが精神にもたらす
ものは，逆に距離の再確認である。電話で祖母の声を聞いたときの話者の
不安は，物理的距離を超えた絶対的な他者との隔りを死の予兆として感じ
たためであろう。つまり，人工的な手段をもちいて距離を排除しようと，
それは距離という障害の克服にはつながらず，むしろそれによって実在へ
の疑惑が生じている。双眼鏡は，聴覚と視覚を置きかえれば電話と同種の
機能をもつ器具だが， この器具をもちいて見た舞台上の女優ラ・ベルマは
もはや彼女の映像にすぎず， といって肉眼で見たところで遠すぎる距離の
ため正確とは思えない，ではどちらが本物のラ・ベルマなのか， と話者は
自問する (I.J. F., p. 449)。
このような克服の試みは，土地と土地を結びつける旅行や，人間と人間
を接近させる接吻などにより幾度かなされてはいるが，欲望や意図がある
限り成功には至っていない。 「旅行は，昔の印象が私の外に存在するとい
う幻想を与える」 cm,T. R., p. s11)ばかりだし，アルベルチーヌとの接
吻は直前に拒否されている。しかし，たとえ欲望が実現不可能でも，人生
における充足感はありうる， と話者は言う。
「というのも，たとえ欲望が実現不可能でも，私たちの外部で現実は
欲望に一致していることを知るとき，私たちには欲望がより美しく思
え，よりいっそうの確信をもってそれを支えとするのである。私たち
はより楽しく人生を思っているが， もし私たちの思考から自分自身
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では遠ざけることのできない， 偶然的で特殊なちょっとした障害 (le
petit obstacle accidentel et particulier)を瞬間払いのければ，その
人生で充足感を思い浮べることができるのだ。」 (I, J.F., p. 712) 
瞬間的にしか充足感を味えず，それ以外のときはこの「偶然的で特殊な
ちょっとした障害」に固執し，意志の力でそれを排除できなかったところ
に，話者の人生における幻滅がある。そしてその瞬間とは，言うまでもな
くレミニサンスと夢における無意識の時間であった。夢の中では， 「一夜
の間に，一夜の一分間に，私たちが体験したどんな感情ももう見分けのつ
かない厖大な距離のところに追いやられていたたいへん昔の様々な時期が，
輝きで私たちの目を眩ませながら，全速力で私たちに襲いかかり」 (Il,T. 
R., p. 912), 愛する人は「失われた大いなる距離」 (IT,T. R., p. 914)を駆
けめぐる。夢は，距離という極めて現実的な障害を一瞬にして排除する。
回想の瞬間も同様である。マドレーヌ体験のときの， 「ある甘美な快楽が
原因もなく私をみたし孤立させた。それは，すぐ人生の有為転変を私には
関心のないものとし，悲惨を無害にした」 CI, C. S., p. 45)という感覚は，
ゲルマント大公邸へ行く途中，かつて通ったことのある並木道にさしかか
ったときの，「突然外部の障害がなくなる」 (il,T. R., p. 858)感覚と似
ている。
このように，プルーストの障害の克服のためには，待つしかない。自然
消滅を待つか，夢やレミニサンスのような無意識的作用に期待するしか方
策はない。でなければ，克服に憧れ，それを夢想しているばかりである。
IV 克服への憧憬
プルーストの障害が元来克服の対象でないことを，話者は知っていても
主人公は知らない。だから主人公としての話者は，そのための努力をおし
まないが，努力すればするほど深みに入りこみ，無意識的瞬間以外は，ス
ワンの死の告白を聞いたときのゲルマント公爵夫人のように，障害を前に
して焦りと戸惑いに仔むだけである。この話者にとって自力で障害を克服
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することは，憧憬の対象に他ならない。ところが，それを彼の目前で易々
として体現してみせる人物たちがいる。その人物たちに話者は， ときには
愛情を， ときには友情を， ときには畏怖を感じているが，それらの感情は，
話者の無力感の裏返しでもある。
例えばジルベルトは，セーヌ河が凍結するほどの寒い日，話者なら恐く
て歩けないような凍った道をスケートをするかのように滑走しながら，話
者の待つシャンゼリゼ公園まで駆けてくる (I, C. S., p. 389)。雪と寒さ
のため，彼女に会えない「分離の悲しみ」に沈んでいた話者にとって， 目
に見える彼女の接近は，あたかも「分離」の克服のためのようであり，そ
の滑走は，雪と寒さという障害に対する無邪気なぱかりの勝利の姿であっ
た。 「天候に臆せずやってきたジルベルトに感謝するため，黙したシャン
ゼリゼに代って言葉を発した」彼女の知り合いの老婦人とともに，話者も
内心，同じ快哉を呼んでいたことは十分推測できる。
サン・ルーは， レストランで周囲の目を睦らせる曲芸を演じている。
「彼（サン・ルー）は，大広間に入るとすぐ，壁にそって一周してい
る赤いビロードの長椅子に乗った。その椅子には私を除くと，小広間
で席の見つからなかった彼の知り合いである三，四人のジョッキー・
クラブ会員しか座っていなかった。テーブルの間には電線がある高さ
に張られていたが，サン・ルーは，まるで競争馬が障害を飛び越える
かのように，電線を気にもとめず巧みに飛び越えた。私にごく簡単な
動きをさせないという目的でなされたことに困惑したが，同時に友人
がこの曲芸 (exercicede voltige)を達成したときの安定感に魅了さ
れた。」 (II,C. G., p. 411) 
このときの話者の讃嘆の念は， 「私は新しい作家に対し，体操で零点を
もらう不器用な子供がより器用なもうひとりの子供に対して捧げる讃嘆の
念をもった」 (II,C. G., p. 327)と述べられているものと同種のもので，
劣等生が優等生に惑じる卒直な羨望でもある。しかし，サン・ルーのこの
運動は，羨望するだけでなく，話者の見習うべき精神的飛躍の象徴であり，
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これによって彼は，期せずして友情以上のものを話者に伝達していたとい
える。
バルベックに現われた少女たちの一団にとっても，障害は飛び越えるた
めにある。
「しかし彼女たち（少女たち〕は，ある障害を見ると，跳躍したり両
足をそろえたりすることによってそれを飛び越えて楽しまずにはおれ
なかった。というのも，彼女たちは，若さに充ち溢れんばかりであっ
たから…」 (I, J.F., p. 791) 
前から来る人は避けてくれ，座った老人がいたならその頭上を軽々と飛
び越えてしまう彼女たちの歩みは，障害を前にして戸惑うばかりの話者を
幻惑し，羨望の念を抱かせるに十分であった。少女たちの一人アルベルチ
ーヌに対する話者の愛には，多分にこの羨望の念が含まれている。だから，
次第にアルベルチーヌが聡明になり，かつての「跳躍嬢」 (sauteuse)アン
ドレがおとなしくなることにより自由奔放さを喪失してゆくことに，話者
は次のような幻滅を感じるのである。
「例えば，跳躍のときぎょっとした老紳士たちの頭蓋骨をかすめたバ
ルベックのおてんばな跳躍嬢のような，全ての魅力が（私たちが自分
流に屈服させようと目論んでいた）なにか和らげがたいものの中にあ
った別の少女への何たる幻滅…」（皿， Pr.,p. 65) 
このようにジルベルト，サン・ルー，アルベルチーヌたちは，話者の目前
で障害の克服を体現してみせているが，彼らの克服は話者の惑情を揺り動
かしはするものの，彼の学び得ないものだった。というのも，克服は彼に
とっては第一義的問題ではなかったからである。
V 結び
プルーストの障害は克服されるのではなく，克服できないこと，克服で
きずに苛立ちと戸惑いの中で阻まれたものへの欲望あるいは探究心を増大
させること，ここにこそその真の意味がある。次の引用は，話者にとっての
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病気とアルベルチーヌにとっての貧困という 2つの障害について述べられ
ている。
「アルベルチーヌは全ての美しいものに対し，公爵夫人以上に熱烈な
好みをもつようになっていた。 （私にとって旅行を困難にしあれほど
欲望をかきたてた病気のように），裕福より気前のよい所有に対する
障害である貧困は，婦人たちが買うことのできない服以上のもの，っ
まり服への欲望を与える。それは服についての真実の，詳細な，徹底
した認識である。」（皿， Pr.,p. 63) 
ここにはよく言及される不在への欲望がある。スワンの恋において，ォ
デットに会えるうちは会いたくなかったが，会えなくなってはじめて会い
たくなったという欲望のメカニズムである。このメカニズムは障害を一方
に置くときより機能的に作動し，人を障害と欲望との間で宙づりにする。
この宙づり状態は，ヴェネチアで出発したいと思いながらもホテルの下か
ら聞えてくるソレ・ミオの歌声が障害となって出発できなかったときの不
決断にも通じるが，重要なのはこの状態である。もしこの状態が障害の消
滅というかたちで崩れるとすれば，そこから生じるのは幸福や満足ではな
く，欲望そのものの消滅，つまり一種の虚脱状態である。 J.-Y. Tadieは，
プルーストにおいては「障害がなくなれぱもはや目的もない」9) と述べて
いる。こうした事情は，アルベルチーヌが障害としてあるうちはヴェネチ
ァヘ行きたく思い，彼女がいなくなるともう行きたくなくなったという話
者の心理によく反映されている。
「彼女（アルベルチーヌ）がいるから邪魔されているのだと思ってい
たヴェネチアヘ（もちろんむこうでも彼女が恋しくなるだろうと漠然
と惑じていたからであろうが），アルベルチーヌがいなくなった今で
は，私はむしろ行きたくなかった。アルベルチーヌは，私と全ての事
物の間に介在する障害のように思えた。というのも，彼女は私にとっ
ては全ての事物を入れる容器であり，私はある器から汲みとるように
9) Jean-Yves Tadie : Proust et le romの1,Gallimard, 1971, p. "'145. 
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それらを彼女から受けとることができたからである。この器が壊れて
しまった今，私はもうそれらをとらえようとする勇気もなく， もう何
も味う気もせず， どんなものにも背を向けていた。だから彼女との別
れは，彼女がいるために閉されているのだと思い込んでいた可能な快
楽の領域を切り開くことはなかった。さらに実際に彼女の存在は，私
には旅行や享楽に対する障害だったのだが，その障害は，よくあるよ
うに他の障害を隠蔽していただけで，それが消滅した今，それらが元
のままそっくり現われてきた。」（皿， F.,p. 483) 
それでも結局話者はヴェネチアヘ行っているとしても，それはバルベッ
ク旅行のような欲望の実現という積極的なものではない。バルベック旅行
のときは「祖母と出発した」と表現されているのに対し， ヴェネチアヘは
「母がつれていってくれた」という言い方に変っているところからもその
消極性がうかがわれ，また部屋に象徴されるバルベックとコンブレーの異
質性を，ヴェネチアとコンブレーとの等質性に比較したとき，ヴェネチア
はすでに欲望の土地であることをやめて思い出のための土地に近いことが
わかる。この点で彼のヴェネチア旅行は，オデットに無関心になってから
のスワンの結婚に似た，欲望なき結合といえる。
このように障害の消滅が欲望の消滅につながるだけにいっそう，消滅前
の宙づり状態は意味をもつ。そして意に反しながらも苛立ちと戸惑いの中
で， この障害と欲望との緊張した関係に身を置いてしまうことが，事物に
対する真の認識の場を作り出しているのである。アルベルチーヌにとって
貧困が，所有欲という「服についての真の認識」をもたらし， 「私と事物
との間に介在する」アルベルチーヌという障害を通して話者が現実をみて
いたように，障害を通して事物に埋没するところに，プルーストの知性に
よらない認識の場があったといえよう。
最後に蛇足を恐れず付け加えておくと， もしこのようなプルーストにと
って，無意識の世界以外で理想的な障害克服の形態があるとするなら，そ
30 
のためには，障害を目の前にしながらもそれを障害と意識せず，欲望の実
現のため周囲には目もくれず目的へ向うという，人間ばなれした精神を必
要とするだろう。ところが興味深いことに， この克服を見事に達成してい
る人物がいる。といっても幻灯上の人物，コンブレーの夜写し出された『黄
金伝説』の執事ゴロである。彼はたとえスクリーンがずれても，求めるジ
ュヌヴィエーヴ・ド・ブラバンを追って，カーテンやドアの把手の上を駆
け抜ける。
「幻灯が動かされると，ゴロの馬が窓のカーテンの袈でふくらんだり，
その溝にかけおりたりしながら前進し続けているのを私ははっきり見
分けた。（乗っている馬のからだと同じように超自然的要素でできた）
ゴロ自身のからだは，途中の全ての物的障害物 (toutobstacle mate-
riel), 全ての邪魔物 (toutobjet genant)を骨組のようなものにした
り内部にとり入れたりすることによって処理してしまった。たとえそ
れがドアの把手であっても，彼の赤い服，あるいはいつもと同じぐら
い高貴で憂鬱な青白い顔はすぐそれに適合し，不敵にもその表面に浮
び上った。しかしその顔は， この脊椎骨移植のどんな動揺も現わして
はいなかった。」 (I,C. S., p. 10) 
ゴロは，障害を滑走したり飛びこえたりしているのではなく，逆にそれ
を身にまとい身体そのものに転化しながら， しかもそのことに気づきもせ
ず疾走してゆく。内部に障害を抱きながらそれに無関心でいるという人間
ばなれした精神は，幻灯の人だからこそとほいえ， この超自然こそ，プル
ーストの知性によらない理想的な克服の姿だったのでほないだろうか。
